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図 1-1：活動理論における 2 つの相互作用する活動システム・・・・22 




































図 9-4：大村による「話すこと」の  
「言語内の条件」における系統表（一部）・・・・304 
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序章 研究の目的および構成  
 




































































































































第 2 節  基礎概念としての「単元」および「単元学習」  
第 1 項  「単元」概念の創出と「単元学習」の展開  
 本研究の対象となる「単元学習」とは何か。「単元学習」の研究には
どのような意義があるのか。本節では、これらの点を先行研究の成果




































































   この語（引用者註：Methodische Einheit）に「方法的単元」の
訳語をあてたのは、谷本富の『科学的教育学講義』（一八九五年）
と推定されるが、谷本の場合も、……（中略）……「方法的単元」

















































いては、 1890 年（明治 23 年）の「教育勅語」の渙発、さらには第二


















（Charles DeGarmo）やマクマリー兄弟（Charles McMurry と Frank 
McMurry）等がイエナ大学での留学から帰国し、ヘルバルト主義教授









基本とする定型的な授業（教科書法  textbook method）へのチャ
レンジとなり、教材概念を社会や自然の題材や事象に拡大し、そ
















教 科 書 法 （ textbook method  別 名 と し て 記 憶 学 習 （ memoriter 





では、子どもは「 1+1 は 2、2+1 は 3、3+1 は 4」などと、「リズム
よく」歌いながら、長い数字の足し算をしていた。ボストンでは、




























































































































































第 3 節  研究の構成  
 以上の意義を踏まえて、本研究では以下の 3 部構成で、大村はまの
単元学習の構成原理を明らかにしたい。  









論 的 に 発 展 し て き た 第 3 世 代 活 動 理 論 に お け る 「 拡 張 的 学 習
（Expansive learning）」論を理論的枠組みとして用いて、分析を試み
たい。詳しくは第 1 章で論じるが、この活動理論における「拡張的学
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践の構成過程から得られる理論的示唆を明示したい。  












第 5 章では「古典の指導」を、そして第 6 章では「学習記録の指導」
を事例に採り、分析することを試みている。  
 最後に、第 3 部では、「「カリキュラム意識」と単元学習」という主
題のもとで、大村の単元学習の構造を明確化することを試みている。
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第 1 節  「拡張的学習」の概念分析  
第 1 項  「拡張的学習」と第 3 世代活動理論  







第一に、図 1-1 に示す「 2 つの相互作用する活動システム」（ two 
interacting activity systems）を「分析の最も重要な単位として取り












（division of labour）の 3 項が控えている。  
以上の理解に基づくならば、エンゲストロームの述べる「 2 つの相互
作用する活動システム」を単位として分析するとは、この特定の活動
システム間の間で起こる対象（ object1 と object2）の異質性への自覚の
過程や、将来的に共有することが可能と思われる新たな対象（ object3）
の生成過程を分析するということである 4。  













図 1-1：活動理論における 2 つの相互作用する活動システム 5 
 





源でもあり、革新の源でもある」 6性質を帯びる。  
第三は、「歴史性」（ historicity）の原理である。エンゲストロームに
よれば、諸々の活動システムに見られる困難や可能性は、「それ自身の












































図 1-2：活動システムにおける矛盾の 4 つのレベル 1 3 
 
 第一の矛盾は、特定の活動システム（図 1-2 の中心的活動）のそれ
ぞれの頂点において起こる内的矛盾（ inner contradiction）である 14。
 
























































図 1-3：拡張的学習の認識論的なモデル 1 7 
 
 第五の原理は、活動システムにおいて、その当事者が「拡張的な変容










概念化の過程において鍵となるのは、「最近接発達領域」（ zone of 
 















































 とはいえ、大村の単元学習は、現役の教師としてだけでも 30 年以上
続けられており、また、退職後の研究活動も含めると 50 年に及ぶもの
となる。そのすべてを対象とすることは本章の課題を超えるため、以
下の時期区分を行い、対象時期を絞ることにする 24。  
 
 時期区分 1：第二次大戦中から戦後直後の単元学習の生成期  
 時期区分 2：戦後経験主義の導入期における単元学習の確立期  
 時期区分 3：戦後経験主義の模索期における単元学習の展開期  
 時期区分 4：系統主義「学習指導要領」以降の単元学習の充実期  
 










 時期区分 4 は、経験主義のもとで発展してきた単元学習が、系統主
義さらには能力主義的な教育観への転換によって危機にさらされる時
期である。大村はここにおいて、新たな矛盾に直面することとなり、そ












第 2 節  大村はまの「単元学習」の生成  



































































































































































そして、私は、その先頭に立っているのだ…… 50。  
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んてことを言っても、それはいっそ滑稽ですらあるだろう 60。  
 






で矛盾が生じている。大村が新制中学校に出た 1947 年 4 月は、前月




































































































 教育を再構築する教師の役割  
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 時期区分 1：第二次大戦中から戦後直後の単元学習の生成期  
 時期区分 2：戦後経験主義の導入期における単元学習の確立期  
 時期区分 3：戦後経験主義の模索期における単元学習の展開期  
 時期区分 4：系統主義「学習指導要領」以降の単元学習の充実期  
 


















 ①  CIE による中学教員指導者養成協議会への参加の経験。  
②「通信教育学習」用の学習書の編纂の経験。  






第 1 節  CIE による中学教員指導者養成協議会への参加  
 大村自身の回想や先行研究での分析にも見られるように、大村は、
東京都の教員の代表者 2 名のうちの 1 名として、CIE による中学教員
指導者養成協議会に参加している。大村の回想では、「私は喜んで新し
い教育の講習を受けに行きました。そのときの英文のノートが今もた
くさん残っています」 1と述べられている。  
この中学教員指導者養成協議会は、IFEL（ Institute for Educational 
Leadership：教育指導者講習）に先立って、昭和 23（1948）年 5 月 27
日～29 日（3 日間）に実施されている 2。同年 10 月から開催されるこ
とになる IFEL よりも早くに行われたことを考えるならば、その性格
は、占領下における教育改革の骨子を、少しでも早く教育現場に浸透















































立場にあった」 9という。  
 大村は、この戦後国語教育改革の中枢にあった 2 名の人物の講習を
受け、米国からもたらされた単元学習論に触れることになった。  
 この点を検討する上で、まず重要なのは、輿水による単元学習に関













 ストリックランドが著した“How to Build a Unit of Work”は、坂
口京子によれば、「アメリカの国語教育の第一人者であったストリック
ランドがアメリカの教育省に寄せられた初等学校の units of work（引
用者註：作業単元）への質問に答えるために書かれた報告書である」12
とされる。そしてまた、同書を日本語に翻訳した小久保は、このストリ


















け る 単 元 学 習 の あ り 方 を 示 し た も の は 1930 年 に 公 刊 さ れ た
“Teacher ’s Guide to Child Development: Manual for Kindergarten 
and Primary Teachers”である。同書に示された教育実践の記録を分























































































   その会の終わり近いある日でした。少し時間が残りましたので、
質問ということになりました。  










  とおっしゃったのです。それを輿水先生が、  
  「大村さんがやっているのが、単元学習そのものだ、大変いい実例
を出してくださったとオズボーンさんがおっしゃっていますよ」  
  と、私に教えてくださったのです 24。  
 
 このときに大村が話したとされる実践報告であるが、具体的にどの






















































































 この点は第 3 節で詳論しよう。ここでは、「②「通信教育学習」用の
学習書の編纂の経験」について、大村の記録を基に分析したい。  
 













いいチャンスになりました 34。  
 
   六三制が実施されたとき、義務教育六か年の時代に学校生活を





































































表 2-1：坂口の整理による「戦後の教育施策と大村はま教育実践」 4 0 




れば、当時の国定教科書（中等国語巻二第二分冊：2 年次 2 学期用）に
は、次の教材が掲載されていたという 41。  
 
  一、クラーク先生  
  二、国際婦人会議に出席して  
  三、学級日記  
  四、少年の日の思い出  
  五、万葉秀歌  
  六、意味の変遷  








































（ユニット）的に構成されている 47。  
 
  第一課、世界へ開く目  
    (1)クラーク先生  
    (2)国際婦人会議に出席して  
  第二課、少年の心  
    (1)学級日記  
    (2)少年の日の思い出  
  第三課、砂丘  
  第四課、国語の姿  
    (1)万葉秀歌  



























































































第 3 節  第 1 の矛盾から拡張する単元学習  
 大村が経験してきたここまでの教師としての学びを、「拡張的学習」
の理論の視点から分析したい。  
 すでに見たように、時期区分 1 の段階では、大村個人の活動システ
ム内における各項の内的矛盾として、構造的な緊迫状態がもたらされ
ていた。時期区分 2 への移行においても、そのすべてが解消したわけ







































































































































































 単元学習論  
 の摂取  
大村独自の「単元学習」の構成  













































































第 4 節  単元学習の確立  









この「小さな学習発表会」の構成は、以下のように紹介されている 73。  
 
  小さな学習発表会プログラム  一例  
第六班   山田三樹  小出雄二  小泉雄司  岡野政志  
岡田千代子  奥山久子  川鍋央江  
司会   奥山久子  
  一、「クラーク先生」大意紹介           山田  川鍋  
  二、Be gentleman! Boys be ambitious! の意味   小出  岡田  
  三、「大志」                   川鍋  
  四、クラーク先生の教育の特徴           奥山  
  五、クラーク先生のえらさ             山田以下 6 名  
  六、私の恩師鎌滝先生               小出  
  七、「恩師を語る」話し手に送る手紙        奥山  
    （注  グループ内で、それぞれの恩師を語る小さな会をし、そ
の中から選ばれて、小出が代表となる。その小出に対して
の批評をこめた手紙文）  
  八、手紙  本を借りる  
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    （注  もっとクラーク先生のことを調べたい、こういうこと
について知りたいということを述べて本の借用を依頼する
手紙）  
  九、劇  寄宿舎の夜    作  川鍋央江  
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   私はこの学習で、主体的に、積極的に読ませることを一つ覚え
た。読みなさいと言ったり、細かい問いのたたみかけではできな
いような熱心な読み手にさせることを覚えた。さらに言語活動の













の単元学習を展開していく。例えば、昭和 24（1949）年 12 月には、
同じく国定教科書掲載の資料「地蔵の話」（長与善郎）の読解を基に放
送劇を創り上げる単元「物語の鑑賞」を実践している。  
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次の 2 点である。  
 
①  戦後直後（まだ第八高等女学校に在籍していた時期）から 50 年
代初頭まで任命された学習指導要領の作成委員としての経験。  
 ②  第 2 次学習指導要領策定後に刊行された『中学校高等学校学習指
導法国語科編』の作成委員としての経験。  
 
 この 2 つの経験を集中的に分析することで、時期区分 3 における大
村の拡張的学習の様相を描出すること、すなわち、単元学習の発展過
程を描出することが、本章の課題となる。  

















第 1 節  学習指導要領の編集と単元学習の発展  
第 1 項  第 2 次学習指導要領の策定と大村はま  
 すでに知られているように、大村は、「経験主義の学習指導要領」と




尾実の推薦であったという 2。  











の教室以外は何も知らない 3。  
 






 また、この第 1 次学習指導要領自体、十分に議論が尽くされて出さ
れたものではなかった。少なくとも、一般編（昭和 22（ 1947）年 3 月
20 日出版）について言えば、水原克敏が指摘しているように「教育基
本法と学校教育法の制定以前であるので、その法的位置づけがなされ



































- 78 - 
 
 
 ①  ことばの教育の一領域である「古典」の指導のあり方について、
大村の単元学習を基にした「古典に親しむ」という方針が共有さ
れたこと。  
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がついてきた」 25という状態に陥ってしまう。  
 これは大村の活動システムにおいて深刻な内的矛盾をもたらしてい
る。第 1 章で大村の活動システムを図示（図 1-4）した際に、その対象
として、「新しい時代を支える子どもたちを育てる」という大村の目的





































































































































































































































































































































































































































第 2 節  『中学校高等学校学習指導法国語科編』の作成と単元学習  
第 1 項  「単元」・「単元学習」概念の確立と大村はま  
 第 2 次学習指導要領の策定が済み、いよいよその成果が実践として
展開される段階に入ったとき、教師たちが新しいことばの教育の形を














































































































































うことにしたんです 34。  
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て作成したのは、大村であった。この指導書には中学校の単元例が 3 つ
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第 2 項  単元「研究発表」と単元学習の発展  
 具体的な実践を分析することで、これまでに述べてきた点を確認し



















  （ 2）その成果を創意あるくふうのもとに、書いても発表し、  
  （ 3）話しても発表し、（研究発表会をし）  

























て」53いる。その結果、以下の大項目 6 つに及ぶ目標と、そのうちの 6
番目には下位項目として、計 24 の小目標を設置している。  
 
  一、研究を進める上のいろいろの方法を知る。  







  六、特に次のような能力を高める。  
   1 報告や説明などを箇条的に整理して聞く。  
   2 話す人の言っている筋をたどりながら、内容を考えて聞く。 
   3 話しあいの主題の流れを見て、話しあいに積極的に参加する。 
   4 話の進行に適する発言をする。  
   5 改まった場面での話しぶりに慣れ、会の進め役になる。  









































図 3-2：大村による単元「研究発表」の目標と学習活動の対応表 55 
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しているが、個別の時間では、例えば 1 時間目・2 時間目には「研究の
方法と発表について教科書での研究」といった教材単元的側面が前面













ざの場面を小さな話や劇として書いて発表することを試みている 58。  


































図 3-3：大村による単元「研究発表」の計画表 59 
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である 64。  
 









































































































































































に見える。例えば、第 1 章の時期区分 1、すなわち深川一中に異動した
直後に見られた内的矛盾は、形を変えたり、項の移行を伴ったりしつ






















































1  Engeström, Y.,  Studies in Expansive Learning: Learning What is  Not Yet 
There,  Cambridge University Press, 2016, p. 25.〔邦訳：エンゲストローム ,  
Y.（山住勝広監訳）『拡張的学習の挑戦と可能性―いまだここにないものを学
ぶ』新曜社、 2018 年、 25 頁。〕  
2  大村はま『私が歩いた道』筑摩書房、 1998 年、 212-213 頁を参照。  
3  大村はま（聞き手・原田三朗）『大村はま自伝「日本一先生」は語る』国土
社、 1990 年、 154-155 頁。  
4  水原克敏『現代日本の教育課程改革』風間書房、 1992 年、 129 頁。  
5  大村、前掲 3、 215 頁。  
6  同上、 195 頁。  
7  同上。  
8  同上。  
9  坂東智子「大村はま古典学習指導の歴史的・現代的意義」『山口大学教育学
部研究論叢』（第 1 部人文科学・社会科学）、第 64 巻、 2014 年、 127 頁。  
10  同上。  
11  大村、前掲 3、 196-197 頁。  
12  大村はま『大村はま国語教室』（第 3 巻）、筑摩書房、 1983 年、 30-31 頁を
参照。  
13  同上、 30 頁。文中の傍点は、引用者が付したものである。  
14  同上、 31 頁。  
15  同上、 32 頁。なお、この教材については本研究第 2 部第 5 章で詳論するた
め、ここではこれ以上深く立ち入らないこととする。  
16  この単元「古典入門―古典に親しむ―」については、同上の 27-90 頁に詳
細な実践記録が収録されている。  
17  同上、 36 頁。  
18  大村、前掲 3、 198 頁。  
19  エンゲストローム ,  Y.（山住勝広訳）「拡張的学習の水平次元―医療におけ
る認知的形跡の編成」山住勝広、エンゲストローム ,  Y.『ノットワーキング―
結び合う人間活動の創造へ』新曜社、 2008 年、 110 頁。  
20  Engeström, Y.,  op.  cit .,  1,  p.  9.〔邦訳：エンゲストローム ,  Y.（山住勝広監
訳）、前掲 1、 10 頁。〕  
21  増淵恒吉は、都立日比谷高校で単元学習を実践していた。後年、大村に日
比谷高校への異動を持ち掛け、二人で力を合わせてやろうと誘ったこともある







（試案）改訂版』昭和 26 年所収「各学年の単元展開の例  第一学年  単元  古
典はわれわれの生活とどんなつながりがあるか」。引用は、国立教育政策研究
所「学習指導要領データベース」（URL： https:/ /www.nier.go.jp/guideline/  
s26jhj/chap5-1-1.htm）最終閲覧日： 2018 年 12 月 28 日）という記述が見ら
れる。この「古典に親しみを持ち」という文言がどのような経緯で記載された
 





22  水原、前掲 4、 217 頁。  
23  大村はま「単元学習について〈その一〉―その成立と変遷」東京都青年
国語研究会講演資料（昭和 45（ 1970）年 5 月 16 日  於：江東区立第四砂町中
学校）、 11 頁。  
24  同上、 14 頁。文中の傍点は、引用者が付したものである。  
25  同上。  
26  同上、 15 頁。  
27  同上。  
28  同上。  
29  同上。  
30  同上。  
31  同上、 15-16 頁。文中の傍点は、引用者が付したものである。  
32  Engeström, Y.,  op.  cit .,  1,  p.  47.〔邦訳：エンゲストローム ,  Y.（山住勝広
監訳）、前掲 1、 47 頁。〕文中の傍点は、引用者が付したものである。  











した発想は見ることができる（例えば、本章第 2 節第 2 項で分析する単元
「研究発表」（昭和 27（ 1952）年  中央区立紅葉川中学校）など）。新単元学
習は、その意味で、単元学習の拡張によって生成したものである。  
34  大村、前掲 23、 16 頁。文中の傍点は、引用者が付したものである。  
35  文部省『中学校高等学校学習指導法国語科編』明治図書、 1954 年、 88
頁。  
36  同上、 89 頁。  
37  同上、 90 頁。  
38  大村、前掲 23、 16 頁。  
39  同上。  
40  文部省、前掲 35、 91 頁。文中の傍点は、引用者が付したものである。  
41  同上、 91 頁。  
42  これらの単元の詳細については、同上、 42-68 頁を参照のこと。  
43  教師養成研究会『教育課程―カリキュラムの構成と展開―』学芸図書、
1951 年、 262 頁。  
44  同上。  
45  大村はま『大村はま国語教室』（第 1 巻）、筑摩書房、 1982 年、 8 頁。  
46  大村はま「単元学習について（二）」東京都青年国語研究会講演資料、発表
年月日未詳、 2 頁。なお、当資料は、発表年月日が明確ではないが、この前段
階の講演が 1970 年に行われていること（大村、前掲 23 を参照）と、内容と
して新単元学習について述べられていることから、 1970 年代前半のものと推
測される。  
- 109 - 
 
 
47  同上。  
48  同上。  
49  大村、前掲 45、 182-183 頁。  
50  同上、 183 頁。  
51  同上、 173-176 頁を参照。  
52  同上、 179 頁。  
53  同上、 184 頁。  
54  同上、 188-190 頁。  
55  同上、 198-199 頁。掲載にあたり、引用者が適宜トリミング等の処置を施
した。  
56  同上、 202 頁。  
57  同上、 203 頁を参照。  
58  同上、 237-243 頁を参照。この箇所では、単元途中段階での子どもたちの
テーマと研究方法、発表方法の予定が整理されている。この段階で、 48 人の
子どもたちが、それぞれテーマが重複している場合はグループを組みつつ、合
計 18 テーマに及ぶ内容で研究発表を行う予定となっている。  






61  Engeström, Y.,  op.  cit .,  1,  p.  47.〔邦訳：エンゲストローム ,  Y.（山住勝広
監訳）、前掲 1、 48 頁。〕  
62  Ibid.〔邦訳：同上。〕  
63  Ibid.〔邦訳：同上。〕  
64  Ibid.〔邦訳：同上。〕  
65  Engeström, Y.,  “Expansive learning: Toward an activity -theoretical  
reconceptualization.” In Illeris,  K.,  Contemporary Theories of Learning: 
Learning Theorists…in Their Own  Words.  Routledge, 2009, p.  57. 
66  Engeström, Y.,  op.  cit .,  1,  p.  48.〔邦訳：エンゲストローム ,  Y.（山住勝広
監訳）、前掲 1、 48 頁。〕  
67  Ibid.,  p.  48.〔邦訳： 49 頁。〕  
















- 111 - 
 








































































第 1 節  子どもの「ことば」と生活世界  






活』誌において、以下の 5 点を取り上げて説明している。  
 




   例）おそれ：心配／おそろしい、関心／感心、有終の美／優秀の  
     美  
  ②  ある程度、また、ある一面だけ、たいそうよく知っている漢字
がある場合、それにとらわれてまちがいやすく、中学生にとっ
てむずかしいことばになる。  
    例）遊学、遊説、細心、苦学  
  ③  いわゆるむずかしいことばで、ことばの内容が、中学生になか
なか、のみこめないのである。  
   例）抱負、教養、閑居、感傷  
  ④  生徒の生活からいかにも遠い感じの、改まったことば。おとな
の世界でも一般の日常語ではないことば。  
   例）もっぱら、歴然、ともなう、営む、除く、施す  
  ⑤  心の細かい動きを表すようなことば。  





































第 2 項  「語彙をゆたかにする」方法の模索  
 これまでに検討してきた認識を大村は有していたため、大村にとっ
ての語彙の指導は、子どもたちの生活世界である日常的経験の次元か






  ①  読みものによる指導  




















































































  ②「話」による指導  
   生活をひろげるために、読みものだけでは、たりなくなるので、
そのときどきに起こってくる出来事―小さくは学級内の、広く
は社会の―を中心に、話を組み立てて話す。……（中略）  
   とくに、意図して、ある語彙を身につけさせるために話すこと
もある。その、身につけさせたい語彙を、話の中にもりこんだ生活
の場面の中で、とらえさせようとする。  
  〈例〉  
  ……（中略）  







































す 14。  
 
 大村は、語彙の指導に限らず、「何かを説明すること」や「表現する












  ③  ぜひ、知らせたいことばを含めた文章を作る。ただ、それを使
った短文でなく、全体としてある生活場面なり、主旨なりのあ
る、まとまったものを作る。それを資料としての指導。  
  ……（中略）  
  ⑤  練習的に、ある名詞や動詞を出して、それにできるだけ多くの
修飾語をつけてみたり、ある主語に、たくさんの術語をつけて

























第 2 節  大村のことばの教育実践と教育目的の関係  


































































































































・ ・ ・ ・
があって読む。
その結果、よい文章を味わうことになったり、読解力がねられた
りすることになる―そのようにしようとした 28。  






















































として設けた“knowing that”（内容を知ること）に対する“ knowing 
how”（方法を知ること）に見られる特徴として、ライルはこの「傾向
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「聞く、話す、読む、書く」ことが偏らずしぜんに、含まれるよう

































































































































































第 4 項  「言語生活の指導」という教育目的と「ことば」の教育  



















験の中でとらえさせるための場をつくる。」や「 2．指導しようとする  































表 4-1：大村による単元「どの教科書も読めるようにするために」の指導表 4 0 
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第 3 節  「語彙の指導」の実践事例の分析  




な意味も」、第 2 項で事例「広がることば  深まることば」、第 3 項で事
例「ことばを思い出す  捜す  みつける」を扱う。  
 本項で取り上げる実践事例「ことば―こんな意味が、こんな意味も」
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台になった。  





























































































































































































































































































































































































ている 47。  
 













































図 1：〈発表資料から〉「“ことば”ということばがどのような意味に使われているか」  















図 2：〈発表資料から〉「“ことば”ということばがどのような意味に使われているか」  
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第 2 項  事例「広がることば  深まることば」の分析  




























































































































































































































































    強制  強いる  制限  打算  計算  義務感  主体的（自主的
とともに）自由意思  

















































第 3 項  事例「ことばを思い出す  捜す  見つける」の分析  
この実践は、昭和 52（ 1977）年 11 月に石川台中学校において行わ
れたものである。以下の大村の説明を見てみよう。  
 














































































































   このような案内パンフレットは各地にありますけれども、美し

























































































































































































































































































































































































































































































































































































  ……（中略）  

































  ……（中略）  


























































  ……（以下、略） 58 
 















































































過程となっていることである。第 3 章で検討した事例「広がることば  
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必要がある 33。  










第 3 節  「鑑賞のための朗読」に支えられた古典の指導  





以下の表 5-1 のように、各年代に代表的な単元がある。  
 












































持たせ」 37ることを、大村は目指していた。  
この目的のため、大村は、古典の指導を単元学習として組織するこ
とを原則としている。例えば、以下の表 5-2 に示すものは、表 5-1 で
示した「 2 古典へのとびら」（昭和 34（1959）年、中央区立文海中学
校 3 年生で実施）の単元の目標である。  
 
























































































































































































































































































向きは早くきまっていた 39。  
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○  原文を読むこと。（特に工夫した、独力で原文の読めるテキス  
トによって）…①  
○  朗読を主要な学習の方法とする。（例  平家物語）…②   
○  専門的な、程度の高い質問を避け、問いも、原文を読みほぐす
役割に位置づける。（例  枕草子）…③  
































































































































































































































































































































































































































































































































































































s 先生、助けてください。  
T え？  
s D さんが、（『平家物語』の）ここの朗読は、女の子にはむりだっ
て言うんです。  
D じょうだんです。  
T じょうだんでも―じょうだんからこまが出るっていうでしょ
う。D さん、なぜなの。  
D ちょっと言ってみただけなんです。  
s 女の子は、こういうところに弱い、きっと感情的になって、声が











































































































































































































































































































と述べ、以下の 5 点を挙げている。  






















図 5-3：生田による「わざの世界における教育的関係」の図 5 7 
 
  ①受容性（相互に、相手をそれ自体として受容）、  
  ②専心没頭（専心的な注意を向ける）、  
  ③動機の転移（相手の動機に立った思考と行動）、  
  ④対象と自分との互恵性（ reciprocity）（一方向的な行為ではなく
相互に助け合う関係）、  






























































































には D とこの作品の関係の再構築を図っている。  
 大村のこうした応答は、D のこれまでの経験に基づく『平家物語』
との関係構築を一度保留し、「朗読」の技術的な指導という一見すると




































































は、当然のことながら、大村と D との相互の受容性や、大村から D へ

































































































































































































































































































































































わけです 65。  
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としてのポートフォリオは、現在では e-learning とも結びつき、「 e ポ
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ートフォリオ」として教育工学的な関心のもとで更なる研究が積み重










































- 185 - 
 
 
第 1 節  大村はまの単元学習論における「学習記録」  





























































































































































































とされている 6。  
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②  「学習記録」は「書くことの基本的な力」を育成するものである点  
 第二の性質は、大村が理解する「書くことの基本的な力」13とされる
もの、すなわち「書くことをおっくうに思わない、書く必要のあること
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は、改まって緊張したりせず、なんとなく書けていくというような習

































































































































































































































































































図 6-3：大村の作成による「評価表」 2 5 
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第 2 節  学びの可視化論としての「記録」の意味  
第 1 項  ポートフォリオの教育評価論としての位置づけ  
 これまで概観してきた大村単元学習の「学習記録」の性質を考察す
る上で、今一度、「ポートフォリオ評価」に着目してみたい。  





















































ような捉え方が浸透しつつあります 29。  
 






































図 6-4：西岡による「様々な学力評価の方法」の概念図 3 4 
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ためのエビデンスとして機能することになる 45。  





















第 3 節  〈再考〉「ことば」の学びにおける「記録」の意味  

















にするという発想に支えられている 47。  
この点を考える上で、大村が述べている以下の言説は示唆的である。 
 
   （以下は）インタビューに備えて、いろいろ、必要な学習や練習




   指導者の話を聞きながら、メモしたのです。  



































































































































































































































































②  学習者の事後的な省察（ reflection on action）としての自己評価能
力を育む方法であること  

































    出来上がった「成果」  
二年 B 組（ 35）小西  まゆみ  
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③  教師の「教える」行為の省察に用いられるエビデンスであること  
 そして、上に検討した共通点②は、裏を返せば、教師の「教える」と
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第 2 項  ポートフォリオ評価との相違点に見る「学習記録」の性質  






















































い細々とした「書く」力の育成にあてられている 54。  
 これは、大村が述べていた「書くことの基本的な力」としての書く
































できるかがたいせつな点である 56。  
 










































track disposition）から分析した 57。  
このように考えれば、大村が「習慣」ということばで説明し、「学習
記録」で育てようとした「書く」ことの基本的な力は、まさにライルが
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の」ものという性質を持っている点が特徴的である。  












































































































































































































































































































































































































た「行為についての省察」（ reflection on action）とは論理的に異なる



























































































































































































































③  ことばの知識の再構成を促す装置としての「学習記録」  
 そして、第三の相違点として挙げられるのが、ことばの知識の再構
成を促す「学習記録」の性質である。  











































































































































脈化し、再構成するという意味を持っている 69。  
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第 1 節  「言語生活の指導」という教育目的  

























・ ・ ・ ・





































































































































































































































いる 11。  
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 これらの 3 つの概念について、桑原は、「言語は言語活動に包まれ、
言語活動は言語生活に包まれているという有機的な構造をなしている」









の指標は、人間主体の現実的な場や情況の有無である」 18という。  
 
 






















































































































































































































































































































































 この点を解決するには、第 5 章でも確認した、以下の大村の言説の
意味を解明する必要がある。  
 









































































































































わけです 25。  
 
 この言説を見る通り、大村は、子どもたちが日常的な生活世界で抱













































































































































































































































、とお思いになりませんか 31。  
 




































































 このように理解すると、以降で問うべき問題は大きく次の 2 点に分
かれる。  


































第 2 節 「道に乗っている」という過程志向型の教育理念  

























































































































































第 2 項  「道に乗っている」という理念の分析  
 大村は、先に見た昭和 47（1972）年の講演の中で、「道に乗ってい
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第 3 節 過程像としての「言語生活の指導」  





























































































































































































































と思うのです 57。  
 













段階説を採るのが学校教育の教育方法である 58。  
 しかし、「ことばの教育」の場合、当然のことながらその教育内容の




























































































































































































図 7-3：大村はまの単元学習における「言語活動表」 61 
 








てくる」 65のであると解説している。  


















































































































































































図 7-4：単元「会議のすすめ方」での「書くこと」の活動表 68 
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12 月 2 日。なお、引用は、大村はま『大村はま国語教室』（第 1 巻）、筑摩書
房、1982 年、316 頁からである。文中の傍点は、引用者が付したものであ
る。  
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第 1 節  「実の場」概念の既有の解釈  



























































































































































































































たい 5。  





































































































































































































































第 2 節  「教育空間論」の視点から見る「実の場」  
第 1 項 教育空間論における「社会現実」と「教育現実」  
 これまで教育学領域で、教育的な営みを包摂する「空間」を研究対
象としてきたのは、「教育空間論」である。主として、教育哲学的な方
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によるものである。モレンハウアーの議論を踏まえるならば、社会現













て解釈し、以下の図 8-1 のように図式的に整理している。  
 
 
図 8-1：山名の整理による社会現実からの教育現実の分離 17 
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  一九七六（昭和 51）年以降の単元の中身を厳密に検討してみると、
























































































この関係を示すと、以下の図 8-2 のようになる。  




















































































































































































































































































































































































































































































































練習単元も認めない気持ち」 48であると述べている。  

































































































































































































































































































第 3 節 社会学的学習論の視点から見る「実の場」  













































































である 51。  
 
 この言説に端的に見られるように、福島によれば、学校とは、多種
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発生などの甚大な損害をもたらす可能性がある。そのため、「試行に従















































































































































































































第 2 項 「学習の実験的領域」と「実の場」の比較  
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第 1 節 「素材の教材化」を支える認識―教師と教材の関係  































































































































































































































































































































































































































第 2 項 「人工物（artifact）」から見る「手びき」  
さて、「手びき」の持つこのような媒介的性質をより踏み込んで分析
しておこう。この点を考える上で示唆を与えるのは、ヴィゴツキー派
































































   このように定義することによって、人工物の特質を、言語を考
える場合にも、物質的文化を構成しているテーブルやナイフなど
のもっと日常的な人工物の形にも、同じように適用することがで














































































































図 9-3：「学習者」・「手びき」・「ことば」の三項図  
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かもしれない 20。  
 
 この言説では、大村のこの題材に対する思い入れが、「私は「クラー
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…… 22。  
 

















 少なくともこの題材について大村は、以上の 3 つの観点から、その
意義を捉え、「やりたくてたまらなくなった」のである。特に 3 点目を
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図 9-4：大村による「話すこと」の「言語内の条件」における系統表（一部） 30 
 














































にすること（ feeling with）」ないし「感受性（ feeling for）」や、
もともとの用法としての感情移入（empathy）（当初は美学におい
て、その後は心理学においての）は、歴史的に、理解の認知的過

















第 2 節 教育関係の五項モデルに基づく教材の位置づけ  
第 1 項 単元学習における「素材の教材化」  
前節でみた通り、大村の単元学習では教師と教材との関係構築が極
めて重要な意味を有している。では、その関係構築の過程の中で教材




















































































































































つの山を築きえた気持ちを味わわせたいのである 40。  
 



































































































図 9-5：教育実践の三要素モデル（左）と「素材の教材化」のモデル  
教  師  
教  材  
子ども  
教師の認識  
素  材  
子どもの  
学びの状態  
教  材  
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なのです 44 。 
 
 ここで述べられている「目あて」や「やること」、「問題」は、先に
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子ども  教  師  
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単元の目的  
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像を志向する教育目的によって、単元学習は連続性と構造性が保たれ






































第 3 節 「教科書」教材との関係に見る「カリキュラム意識」  



























際に教科書の編纂にも携わった経験も持っている 64。  






























































































































































































































































































































































































































































































































































銀の馬」」（昭和 50（1975）年 大田区立石川台中学校）や「知ろう 世
界の子どもたちを」（昭和 54（1979）年 大田区立石川台中学校）な
どといった実践は、「教科書」教材の使用が前面に出てこない単元の代
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大村の「単元」における、実践の構造を明らかにしたい 75。  
 まず、この第 3 世代活動理論（以下、「活動理論」と略記する。）の
視点に基づいて単元学習の構造を分析するには、少なくとも本章での















































 まず、以下の図 9-8 は、人工物として「教科書」教材のみを使用し
た場合の活動システム的図式である。  






































































































矛盾？  避けたい  
憂鬱な学び  


































がない 86。  
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   しかし、私たちのように大村先生の授業が楽しくて仕方がない
生徒ばかりではありませんでした。先生の授業が憂うつな生徒も
いました。なぜか？  先生の授業は書くことと考えることと読むこ
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終章 研究の総括と今後の展開  
 







①  第 1 部「「教師の学び」と単元学習」の総括  













れは本研究の第 1 部（第 1 章～第 3 章）における論究で一定程度明ら
かになったものと考える。  
































習」論はあるのである 2。  
 
②  第 2 部「「ことば」観と単元学習」の総括  
 次に、第 2 部「「ことば」観と単元学習」において論じた内容を総括
する。ここでは、第 1 部とは視点を変えて、実際の単元学習において、






























































 以上のように整理するならば、第 2 部で明らかにした「関係論的な
「ことば」観」は、第一に「ことば」を用いた言語行為同士の関係、第




































③  第 3 部「「カリキュラム意識」と単元学習」の総括  
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ができると論じた。  
 第 3 部の総括として、ここで改めて明示的に述べておくならば、第
9 章で概念化した「カリキュラム意識」は、単に教材論との関係で成り
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第 2 節  今後の展開  
 以上の総括を踏まえて、今後の研究の展開を示しておきたい。  
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